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６
月
25
日
㈯
、
当
組
合
本
所
４
階
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
68
期 

通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総
代
365
名
（
本
人
出
席
327
名
、
代
理
人
出
席
6
名
、

議
決
権
行
使
書
提
出
32
名
）
の
出
席
が
あ
り
、
第
68

期
（
平
成
27
年
度
）
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
、

第
69
期
（
平
成
28
年
度
）
事
業
計
画
案
な
ど
全
14
議

案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
と
も
承
認
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

付
議
事
項

《
第
１
号
議
案
》

第
68
期
（
平
成
27
年
度
）
事
業
報
告
及
び
剰

余
金
処
分
案
の
承
認
の
件

《
第
２
号
議
案
》

中
期
３
か
年
経
営
計
画
案
の
承
認
の
件

《
第
３
号
議
案
》

第
69
期
（
平
成
28
年
度
）
事
業
計
画
案
の
承

認
の
件

《
第
４
号
議
案
》

定
款
の
一
部
変
更
の
件

《
第
５
号
議
案
》

役
員
の
選
任
の
件

《
第
６
号
議
案
》

平
成
28
年
度
に
お
け
る
理
事
の
報
酬
に
関
す

る
件

《
第
７
号
議
案
》

平
成
28
年
度
に
お
け
る
監
事
の
報
酬
に
関
す

る
件

《
第
８
号
議
案
》

退
任
理
事
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
支
給

の
件

《
第
９
号
議
案
》

退
任
監
事
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
支
給

の
件

《
第
10
号
議
案
》

定
款
附
属
書
役
員
選
任
規
程
の
一
部
変
更
の

件

《
第
11
号
議
案
》

岩
国
市
農
業
協
同
組
合
規
約
の
一
部
変
更
の

件

《
第
12
号
議
案
》

役
員
候
補
者
選
出
に
関
す
る
内
規
の
一
部
変

更
の
件

《
第
13
号
議
案
》

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
の
件

《
第
14
号
議
案
》
（
付
帯
決
議
）

総
代
会
決
議
事
項
の
補
正
変
更
の
委
任
に
関

す
る
件

第68期 通常総代会開催
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こ
の
度
６
月
25
日
㈯
の
第
68
期
通
常
総
代
会

に
お
い
て
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
同
日
開
催

の
理
事
会
、
監
事
会
に
お
い
て
、
新
役
員
が
次

の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長　
　

田　

村　
　
　

巖

代
表
理
事
専
務　
　

中　

野　

哲　

雄

代
表
理
事
常
務　
　

末　

廣　

敏　

則

総
務
企
画
管
理
委
員

　
　

◎
理　
　

事　
　

粟　

屋　
　
　

司

　
　

○
理　
　

事　
　

沖　

中　

広　

司

　
　
　

理　
　

事　
　

中　

村　

裕　

行

　
　
　

理　
　

事　
　

廣　

本　

照　

子

　
　
　

理　
　

事　
　

兼　

本　

年　

康

　
　
　

理　
　

事　
　

重　

田　
　
　

稔

　
　
　

理　
　

事　
　

村　

河　

武　

男

　
　
　

理　
　

事　
　

髙　

見　

満　

幸

金　

融　

委　

員

　
　

◎
理　
　

事　
　

塚　

田　

寧　

次

　
　

○
理　
　

事　
　

村　

田　
　
　

清

　
　
　

理　
　

事　
　

重　

本　

茂　

喜

　
　
　

理　
　

事　
　

野　

原　

明　

郎

　
　
　

理　
　

事　
　

古　

川　

輝　

子

経　

済　

委　

員

　
　

◎
理　
　

事　
　

松　

宮　

栄　

昭

　
　

○
理　
　

事　
　

三　

國　

修　

三

　
　
　

理　
　

事　
　

森　

田　

輝　

昭

　
　
　

理　
　

事　
　

秋　

田　

新　

一

　
　
　

理　
　

事　
　

髙　

嶋　

浩　

子

代　

表　

監　

事　
　

林　
　
　

修　

二

常　

勤　

監　

事　
　

赤　

崎　

春　

美

監　
　
　
　
　

事　
　

村　

岡　

一　

男

員　

外　

監　

事　
　

花　

井　

宏　

行

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

後列左より…重本理事、兼本理事、森田理事、野原理事、廣本理事、古川理事、髙嶋理事、村河理事　
中列左より…中村理事、秋田理事、髙見理事、三國理事、村田理事、沖中理事、村岡監事、花井員外監事
前列左より…赤崎常勤監事、林代表監事、中野代表理事専務、田村代表理事組合長、末廣代表理事常務、
　　　　　　粟屋総務企画管理委員長、塚田金融委員長、松宮経済委員長

就
任
の
ご
挨
拶

今期の新役員紹介

代
表
理
事
組
合
長　

田　

村　
　
　

巖

代
表
理
事
専
務　

中　

野　

哲　

雄

代
表
理
事
常
務　

末　

廣　

敏　

則

　

残
暑
の
候
、
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
の
ご

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
Ｊ
Ａ
岩
国
市
の
事
業
運
営
に
格

別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
３
名
は
、
６
月
25
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
第
68
期
通
常
総
代
会
後
の
理

事
会
に
お
き
ま
し
て
、
理
事
各
位
の
ご
推
薦

に
よ
り
代
表
理
事
に
就
任
し
、
そ
の
重
責
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
に
は
改
正
農
協
法
も
施
行
さ
れ
、

農
業
や
農
協
組
織
を
取
り
巻
く
情
勢
は
更
に

厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
が
、「
農
業
者
の
所

得
増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
「
地
域
の

活
性
化
」
を
重
点
と
す
る
自
己
改
革
を
着
実

に
実
践
す
る
こ
と
で
、
地
域
農
業
の
発
展
と

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
協
同
組
合
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
専
心
職
務
に
精

励
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
な
ら

び
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

平
成
28
年　

晩
夏
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就
任
の
ご
挨
拶

退
任
の
ご
挨
拶

常
勤
監
事　
　

赤　
崎　
春　
美

前
代
表
理
事
組
合
長　

正　

鬼　
　
　

宏

前
代
表
理
事
専
務　

弘　

田　

芳　

彦

前
常
勤
監
事　

﨑　

本　

穆　

壯

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
68
期
通
常
総
代
会
を
も
ち

ま
し
て
任
期
満
了
と
な
り
、
常
勤
役
員
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
役
員
に
就
任
以
来
、
在
任

中
は
組
合
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係

各
位
の
ご
厚
情
と
ご
指
導
を
賜
り
、
心
か

ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

退
任
後
は
農
業
の
傍
ら
、
一
組
合
員
と

し
て
微
力
な
が
ら
組
合
と
地
域
の
た
め
に

お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
が
急
速
に
変
化

す
る
な
か
、
新
体
制
の
も
と
、
堅
実
で
効

率
的
な
Ｊ
Ａ
運
営
と
自
己
改
革
の
実
践
を

託
す
と
と
も
に
、
組
合
員
な
ら
び
に
利
用

者
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
退
任
に

あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
28
年　

晩
夏

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
68
期
通
常
総
代
会
終
了

後
の
監
事
会
に
お
い
て
、
監
事
の
互
選
に

よ
り
常
勤
監
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
組
合
の
負
託
を
受
け
た
独
立
の

機
関
と
し
て
、
監
事
全
員
で
情
報
を
共
有

し
、
理
事
の
職
務
の
執
行
を
監
査
す
る
こ

と
に
よ
り
、
組
合
の
健
全
な
成
長
を
確
保

し
、
社
会
的
信
頼
に
応
え
る
組
合
運
営
体

制
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
就
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
28
年　

晩
夏

 当組合では第39回ＪＡ山口県大会の決議
に基づき、小規模農業者や定年帰農者等の
「多様な担い手」の方々がＪＡ事業・活動
に積極的に関わっていただけるよう、正組
合員資格要件を変更いたしました。
　つきましては、変更後の資格要件に該当
される方は正組合員としての加入や准組合
員からの資格変更について、ご検討いただ
きますようよろしくお願いいたします。

１．変更後の正組合員資格要件
⑴ ２アール以上の土地を耕作する農業
を営む個人であって、その住所又はそ
の経営に係る土地又は施設がこの組合
の地区内にあるもの。
⑵ １年のうち30日以上農業に従事する
個人であって、その住所又はその従事
する農業に係る土地又は施設がこの組
合の地区内にあるもの。

２．今回の変更により、正組合員資格に該
当する方の例
⑴ 現在２アール以上の土地を耕作して
いる准組合員もしくは員外の方。
⑵ 現在30日以上農業に従事している准
組合員もしくは員外の方。

３．加入・資格変更窓口およびお問い合わ
せ先
　　最寄りのＪＡ支所もしくは本所 総務
部総務課（TEL：21－2137）へお問い合
わせください。

　第68期通常総代会第２号議案において「中期３か年経
営計画案」が承認、可決され、当組合も「農業者の所得増
大」、「農業生産の拡大」、「地域の活性化」を基本目標とし
た自己改革に取り組んでまいります。
　通常総代会で採択された「自己改革の実践に向けた特別
決議」は以下のとおりです。

自己改革の実践に向けた特別決議
　ＪＡグループ山口は、第39回ＪＡ山口県大会において、
「食と農を基軸として地域に根差した協同組合」として、
「農業者の所得増大」、「農業生産の拡大」、「地域の活性
化」を重点とする創造的自己改革に全力を尽くすことを決
議した。
　政府が進めるＴＰＰ、農協改革の今後の動向が危惧され
るなか、我々は、自主・自立の組織として、組合員・役職
員が改革意識を共有し、自らの意思で自己改革の実践に取
り組んでいくことが求められている。
　今こそ、組合員・地域住民の幅広い理解と支援のもとで、
持続可能な農業と豊かで暮らしやすい地域社会の実現に向
け、組織の総力を挙げて下記事項に取り組む。

記
１．農業・農村・ＪＡを取り巻く環境が一層厳しさを増す
なか、組合員・地域住民に理解され、信頼される組織と
なるため、中期３か年経営計画（ＪＡ岩国市自己改革工
程表）の着実な実践に取り組む。
２．ＴＰＰに対する生産現場の不安を払しょくし、農業者
が安心して生産拡大に取り組むことができるよう、ＪＡ
グループ山口が一体となり、政府に対して重要品目の再
生産が可能となる体質強化対策や経営安定対策等の措置
を求める。

以上、決議する。

　　平成28年６月25日
岩国市農業協同組合  第68期通常総代会

正組合員資格要件の変更について
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地区別総代協議会Ｑ＆Ａ地区別総代協議会Ｑ＆Ａ地区別総代協議会Ｑ＆Ａ
《平成２８年３月１４日（月）～３月２４日（木）開催》

Ｑ 将来的に県下で合併して１ＪＡになるときは、ＪＡ岩国市の内部留保は全額拠出するといった考えなのか。
また、内部留保はどれくらいの金額があるのか。役員改選では合併に向けて内部留保や財務調整等、ＪＡの
経営に詳しい方を役員として選出していただきたい。

Ａ 平成28年４月１日より、当組合職員をＪＡ山口中央会県域合併対策室へ出向させ、合併ＪＡの組織・事
業・経営のあり方等について協議することとしています。その過程で、今後、財務調整の問題や農業倉庫・物
流の問題、信用・共済事業の問題、人件費の問題等を協議することになります。平成27年３月１日に島根県
のＪＡが合併して１ＪＡになりましたが、旧ＪＡによる地区本部を設置し、各地区本部が独立採算制で運営し
ております。現段階では、山口県の合併構想では独立採算制とはならない予定です。内部留保金につきまして
は、来年度末において出資金が約５億6,400万円　利益剰余金が約50億9,700万円の計画を立てています。

Ｑ 県下ＪＡで合併する際に、この本所の建物はどうなるのか。また、耐震の関係により、もし建て替えるな
らば、どれくらいの規模になるのか。４階ホールを備えた現在と同じ規模の建物は必要ないのではないか。
将来のことも考えて取り組んでいただきたい。

Ａ　現在のところ、県下に12ＪＡがありますが、合併後は11地区に地区本部を設置する予定となっていま
す。従いまして、当組合の本所建物も地区本部の建物として使用する可能性もあると思われますので、職員
数等から鑑みますと、現在と同等規模の建物が必要なのではないかと考えています。しかしながら、現在の
ように約500名を収容出来るようなホールにつきましては、今後においてその必要性を検討して参りたいと
考えております。いずれにしましても耐震強度が不足していますので、万が一の際を考え、ＪＡとして事業
を行っていくために必要な規模での建替えを検討したいと考えております。

Ｑ 渉外職員の数が減少しているが、これも貯金量減少の原因のひとつではないのか。組合職員の人員計画に
ついて、どういった目標を持って、いつ達成するといった計画はあるのか。また、職員数はどれくらいが妥
当なのか検証は出来ているのか。渉外職員数の減少はお客さまに迷惑をかけていると思われるので早急に考
えていただきたい。

Ａ 様々な要因から、若い職員がＪＡの将来に対し不安を持っていることは否定できません。職員数は増やし
たいと考えておりますが、思うように新入職員の採用ができていないのが現状です。適正職員数については
把握し計画もしていますが、業務量の増加や職員の退職等により、思うような配置ができておりません。改
めて職員配置について検討を行い、早急に対応したいと考えております。

Ｑ 廃止した支所建物はどう活用しているのか、具体的に説明していただきたい。

Ａ 支所統廃合により廃止した支所につきましては、現在、購買店舗や一部倉庫として使用しています。今
後、本所建物につきましては建替えを視野に入れた計画がありますので、仮店舗や書庫としても利用したい
と考えています。

Ｑ 定款の変更の中に正組合員資格の条件変更があるが、なぜ変更するのか。また県下の他ＪＡの正組合員資
格は変更されるのか。

Ａ 全国農業協同組合中央会が示す模範定款例には、正組合員の資格要件として耕作面積はその条件として記
載されておりません。地域農業の担い手である正組合員数を増加させ、全体的な農産物の出荷量も増やして
いきたいといった考えから、正組合員の資格要件の変更を検討しました。農業者人口減少といった背景もあ
り、県下ＪＡで申し合わせを行い、この要件での変更をお願いするものです。県下すべてのＪＡが同じ要件
で定款変更を行います。

Ｑ 農協法の改正により、理事の構成要件について新たな要件が加わると聞いたが、今回の役員改選に影響は
あるのか。

Ａ 新要件の経過措置が平成31年４月１日以降に最初に招集される通常総代会終了の時より適用となります
ので、当組合では次回の役員改選から適用されることとなります。従いまして、来年度以降の通常総代会に
おいて定款等の変更をお願いすることとなります。
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ＪＡ岩国市財務内容

信 用 事 業 資 産
（う ち 現 金 ・ 預 金）
（う ち 有 価 証 券）
（う ち 貸 出 金）
（うちその他の信用事業資産）
（う ち 貸 倒 引 当 金）

共 済 事 業 資 産
経 済 事 業 資 産
雑 資 産
固 定 資 産
外 部 出 資
繰 延 税 金 資 産
合 　 　 計

信 用 事 業 負 債
（う ち 貯 金）
（う ち 借 入 金）
（うちその他の信用事業負債）

共 済 事 業 負 債
経 済 事 業 負 債
雑 負 債
諸 引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
純 資 産
合     計

102,789,173
      89,403,083
         522,690
13,056,163
49,187

△241,950
9,408
23,535
63,140

1,323,306
3,460,628
85,747

107,754,940

100,585,633
100,387,534

1,710
196,389

222,849
2,542
41,413
254,381
240,901
6,407,218
107,754,940

運　
　
　
　
　

用

調　
　
　
　
　

達

第68期貸借対照表 　　 （単位：千円）（平成28年3月31日現在）

　　 （単位：千円）
平成27年 4 月 1 日から
平成28年 3 月31日まで

   組合の資産、負債、純資産などの財産状況を表したものです。

利 益 準 備 金

税 効 果 調 整 積 立 金
農 林 年 金 対 策 積 立 金
本 所 建 替 工 事 積 立 金
特 別 積 立 金

繰　　越　　剰　　余　　金
合　　　　　　　　計 

1,138,854

93,489
126,660
380,000
2,960,000
447,375
5,146,379

法　定
準備金

任　意
積立金

剰余金処分後準備金（積立金）の内訳　　 （単位：千円）

事 業 費 用
（うち信用事業費用）
（うち共済事業費用）
（うち購買事業費用）
（うち販売事業費用）
（うち利用事業費用）
（うち指導事業支出）

事 業 管 理 費
事 業 外 費 用
特 別 損 失
法人税・住民税・事業税
法 人 税 等 調 整 額
当 期 剰 余 金
合     計

事 業 収 益
（うち信用事業収益）
（うち共済事業収益）
（うち購買事業収益）
（うち販売事業収益）
（うち利用事業収益）
（うち指導事業収入）

事 業 外 収 益
特 別 利 益

合     計

209,711
108,041
25,839
58,728
8,129
137
8,835

1,056,836
1,497
882
536

21,260
100,574
1,391,298

1,358,308
966,723
310,777
65,881
12,659
863
1,403

32,972
18

1,391,298

費
用
・
当
期
利
益

収　
　
　
　
　

益

第68期損益計算書 この一年間の経営成績を表したものです。

　　 （単位：千円）
1．当 期 未 処 分 剰 余 金
（う ち 当 期 剰 余 金）
（う ち 当 期 首 繰 越 剰 余 金）
（うち税効果調整積立金取崩額）
（うち農林年金対策積立金取崩額）

2．特 別 積 立 金 取 崩 額
3．剰 余 金 処 分 額
⑴ 利 益 準 備 金
⑵ 任 意 積 立 金

本 所 建 替 工 事 積 立 金     
⑶ 出 資 配 当 金

4．次 期 繰 越 剰 余 金

544,242
100,574
414,892
21,260
7,515
380,000
476,867
80,000
380,000
380,000
16,867
447,375

（　　　　　　）
（　　　　　　）
（　　　　　　）
（　　　　　　）

剰余金処分

JA岩国市・自己資本比率
19.80%

（国内の自己資本比率の基準は4％以上です。）

（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

泫記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しています。
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　５月25日㈬、本所４階ホールにて『第62回ＪＡ岩国市
女性部総会』が開催されました。
　初めに「ＪＡ女性組織綱領」を唱和、次に塚田由美子女
性部長の挨拶、続いて岩国市長福田良彦様をはじめ来賓の
皆さまにご祝辞を賜りました。その後、議事に入り「平成
27年度活動報告並びに収支決算報告」、「平成28年度活動
計画（案）」が審議され、承認、可決されました。申し合
わせを行った後、最後に女性部参加者約70名で、新ＪＡ女
性の歌「明日輝くために」を斉唱し、無事に総会を終える
ことができました。
　総会終了後には、経営改革推進室　岡﨑信之室長より
「ＪＡ岩国市自己改革案」について説明がありました。今

㈬ 本所４階ホ に 『第62 Ｊ

女性部総会女性部総会

女性部 視察研修旅行女性部 視察研修旅行

後、ＪＡ岩国市としてどのような自己改革を行っていくのか、
女性部の皆さまも興味津々の様子で、岡﨑室長の説明を真剣
に聞いておられました。
　たくさんのご参加、ありがとうございました。

　こんにちは。毎日、暑い日が続きますが皆さまお元気で
お過ごしでしょうか。「夏休み」という言葉が恋しい女性
部担当のフジモトです。
　ＪＡ岩国市女性部は７月１日（金）視察研修旅行に行っ
てまいりました。今回は女性部員50名に参加をいただき、
大型バスが満席になるほどの人気ぶりでした。
　数日前までの大雨がうそのような晴天に恵まれ、大型バ
スは一路、広島県世羅郡世羅町へと向かいます。最初の視
察目的地は世羅最大の直売所「甲山いきいき村」です。こ
こでは試食の「松きのこ」の天ぷらが皆さまをお出迎え。
そのおいしさに、入り口で早速一品のお買い上げです。建
物内には豊富な種類の採れたて野菜が並び、加工品や手作
り品なども数多く販売されていました。じっくりと品定め
の後、皆さまレジへ直行です。本日１回目の「お買いもの
タイム」から、皆さんヤル気満々です。
　次に向かった先は昼食会場でもある「せらワイナリー」
です。ここでは少し早めの昼食となりましたが、美味しそ
うな「世羅高原和膳」を前にして、着席と同時に私の視線
は目の前のお肉や様々な山の幸に釘付けです。味はもちろ
ん、皆さま大満足の様子でした。食事を終えると、さあ本
日２回目のお楽しみです。やはりここではワインの試飲が
人気で、皆さま何度も行ったり来たり。お気に入りが見つ
かったところで、大切なワインは念入りに包装されてバス
へと運ばれていきました。
　食後のワインで皆さまの頬が少し赤みをおびる頃、すぐ
近くの「世羅ゆり園」へ移動しました。ビニールハウスの
中では色とりどりの威厳に満ちたゆりが、優雅で独特な香
りを漂わせていました。「立てば芍薬、座れば牡丹、歩く
姿は百合の花」と女性の美しさを形容する言葉があります
が、容姿だけでなく、その立ち振る舞いも美しいＪＡ岩国
市女性部の皆さまのようでした。
　本日２か所目の直売所「道の駅世羅」では本日３回目の
「お買い物タイム」です。昨年５月にオープンしたばかり
のモダンな建物に入ると、新鮮な野菜に加え、パンや惣菜
などがたくさん並んでいます。ここには私の大好きな観光
地ソフトクリーム「しおトマトソフトクリーム」がありま

した。迷わず財布の紐は緩み、その味は塩と濃いトマトの味
がベストマッチ。思わず、周りの人にお奨めしてしまいまし
た。
　そしていよいよ最後の視察地「世羅夢吊橋」へ向かいます。
ギネス登録の橋脚を持たない吊床版橋（つりしょうばんきょ
う）として172.6ｍを誇る吊橋です。駐車場でバスを降り、
少しの間山道を歩いて足腰の鍛錬です。噂によると橋の真ん
中でジャンプすると願いが叶うらしく、恐る恐る吊橋を渡り、
私も思いっきりジャンプしてきました。さすがギネス登録橋、
私が飛び跳ねたくらいではビクともしませんでした。　
　すべての視察を終え、帰りのバスの中はスヤスヤおやすみ
の方、まだまだ元気にお話をされる方など、自由な時間を過
ごされました。また明日から忙しい毎日に戻りますが、この
旅行で少しでもリフレッシュしていただけたら嬉しく思いま
す。たくさんのご参加ありがとうございました。

女性部学習講座女性部学習講座
　７月13日（水）、平成28年度　第１回女性部学習講座が開講されました。
今年度は全４回を計画しており、今回は「家の光料理教室」と題して、家の
光図書からレシピを選びました。
　・イワシのソテーフレッシュトマトソース
　・ナスのガーリックステーキ
　・ミニトマトとエダマメの冷や汁
　・キュウリとサケの混ぜずし
　・みつ豆
　どれも夏野菜をたっぷり使い、さっぱりした味付けになっています。暑い夏
でもたくさん食べられると、参加者の皆さまも大満足の様子でした。
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Ｊ
Ａ
山
口
厚
生
連 

　
由
良
　
美
絵

　

８
月
10
日
は
「
健
康
ハ
ー
ト
の
日
」
で
す
。

こ
れ
は
、
心
臓
病
に
つ
い
て
国
民
の
予
防
意

識
を
高
め
よ
う
と
公
益
財
団
法
人
日
本
心
臓

病
財
団
が
定
め
た
も
の
で
す
。

　

今
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。

心
臓
病
は
冬
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、

夏
場
も
油
断
は
禁
物
で
す
。
夏
は
発
汗
に

よ
っ
て
体
内
の
水
分
が
大
量
に
失
わ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
り
、
血
管

が
詰
ま
り
や
す
く
な
る
の
で
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
等
の
心
臓
病
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

〝
夏
の
血
液
ド
ロ
ド
ロ
〞
を
防
ぐ
為
に
は
、

水
分
を
し
っ
か
り
補
給
す
る
事
が
大
切
で
す
。

特
に
炎
天
下
で
の
活
動
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。
畑
仕
事
や
運
動
等
汗
を
か
く
活
動
を
す

る
時
に
は
、
出
か
け
る
前
か
ら
水
分
を
と
り
、

活
動
中
は
20
〜
30
分
毎
を
目
安
に
コ
ッ
プ
１

〜
２
杯
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等
を
飲
み
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
温
度
差
に
つ
い
て
も
注
意
が
必
要

で
す
。
冷
房
の
効
い
て
い
る
室
内
か
ら
暑
い

所
へ
移
動
す
る
等
の
急
な
温
度
差
は
、
血
圧

の
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
す
。
冷
房
の
温
度
設

定
は
高
め
（
26
〜
28
℃
）
に
し
て
屋
外
と
の

温
度
差
が
５
℃
以
上
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
、
外
出
の
時
は
薄
手
の
衣
服
を
持
ち
歩
い

て
涼
し
す
ぎ
る
所
で
は
調
整
で
き
る
よ
う
に

す
る
、
天
気
の
良
い
昼
下
が
り
の
外
出
を
控

え
る
、
あ
ら
か
じ
め
気
象
情
報
で
そ
の
日
の

高
温
時
間
帯
を
調
べ
る
等
、
室
内
外
の
温
度

差
を
避
け
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

心
臓
病
に
な
り
や
す
い
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク

　

心
臓
病
の
危
険
を
高
め
る
こ
ん
な
生
活
習

慣
は
要
注
意
で
す
。

□
よ
く
食
べ
過
ぎ
る

□
肉
料
理
が
中
心
で
魚
料
理
を
あ
ま
り
食
べ

な
い

□
野
菜
や
海
藻
、
大
豆
製
品
は
あ
ま
り
食
べ

な
い

□
味
の
濃
い
も
の
、
塩
辛
い
も
の
が
好
き

□
よ
く
お
酒
を
飲
む

□
お
菓
子
が
好
き

□
車
で
の
移
動
が
多
く
、
運
動
を
ほ
と
ん
ど

し
な
い

□
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る

　

こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど

肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
と

い
っ
た
心
臓
病
の
原
因
に
な
る
生
活
習
慣
病

を
患
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ご
自
宅
で
血
圧
や
体
重
を
定
期
的
に
測
っ

た
り
、
自
治
体
や
職
場
の
健
康
診
断
は
必
ず

受
診
し
て
、
生
活
習
慣
病
を
早
く
見
つ
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
す
で
に
持
病

等
で
定
期
的
に
血
液
検
査
を
受
け
て
い
る
人

は
、
そ
の
結
果
を
ご
自
分
で
も
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

先
に
示
し
た
チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
、
そ
の
ま

ま
生
活
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す

ね
。
当
て
は

ま
る
項
目
を

少
な
く
し
て
、

心
臓
病
を
遠

ざ
け
ま
し
ょ

う
。

「健康ハートの日」「健康ハートの日」

8月10日は
８ 10

  8月28日（日）　岩国支所・ローンセンター　
10月23日（日）　海土路支所・ローンセンター

JAローン休日相談会
10：００～１6：００

  9月6日（火） 平田支所
10月4日（火） 灘支所
11月8日（火） 東支所
12月6日（火） 海土路支所

年金無料相談会
9：００～１5：００

相談会開催のお知らせ

　

重
田
稔
理
事
が
６
月
26
日

（
日
）
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

重
田
理
事
は
、
平
成
19
年
6
月

に
理
事
に
就
任
さ
れ
、
３
期
９

年
に
わ
た
り
、
経
済
委
員
、
総

務
企
画
管
理
委
員
を
歴
任
さ
れ
、

組
合
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
た
と

と
も
に
、
岩
国
柑
橘
研
究
同
志

会
会
長
と
し
て
、
岩
国
地
域
の

柑
橘
再
興
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

役
職
員
一
同
、
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ＪＡグループ山口は、5月24日（火）から28日（土）までの 5日
間、県内ＪＡや連合会の職員16名の「熊本地震支援隊」を派遣
し、ＪＡ菊池及びＪＡかみましき管内で農作物の収穫や出荷作
業等の支援を行いました。
当組合からも、経済部利用購買課の岩本昭彦職員が参加し、
ＪＡ菊池管内の農家でゴボウの収穫、洗浄や選別等の支援を行
いました。
余震の不安もある中、蒸し暑い環境での作業でしたが、ＪＡ
岩国市の代表として任務を果たし３日間の支援活動を終了しま
した。
また、全役職員、女性部及び窓口等でも支援募金活動を行い、
ＪＡ山口中央会を通じて306, 143円を被災地に寄付しました。
被災地復興には長期にわたる支援が必要になるものと思われ

ます。引き続き各支所窓口に募金箱を設
置し、募金活動に取組んでおりますので、
ご協力をお願いいたします。

訃
報
の
お
知
ら
せ

熊本地震の被災地支援
「ＪＡグループ山口 熊本地震支援隊」に職員派遣
窓口でも「支援募金活動」の取組み
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家
庭
菜
園

病害虫名
アブラムシ類
ネキリムシ類

ヨトウムシ、コナガ
アブラムシ類
うどんこ病

アクタラ粒剤５
ダイアジノン粒剤５
コンテンツフロアブル
ダントツ水溶剤
カリグリーン

6g/㎡
6g/㎡
2,000倍

2,000～4,000倍
800～1,000倍

使用薬剤名 使用量

残
暑
お
見
舞
い

　
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
八
年
晩
夏

役
職
員
一
同

J
A
岩
国
市

愛宕支所

① 音楽鑑賞、書道
② 丁寧な対応を心掛けつ
つ、速く正確な処理が出
来るように、少しずつ出
来ることを増やしていけ
るよう努力します。

松　井　美　里

①
趣
味
・
特
技
　
②
意
気
込
み

新
入
職
員
紹
介

新
入
職
員
紹
介

ＪＡ自動車共済損害調査サービス優秀審査員 優秀賞受賞！
　ＪＡ共済では、自動車共済損害調査サービス全般の資質
向上を図り、ＣＳ（顧客満足度）の追求、契約者サービス
の充実・強化を図ることを目的として、「ＪＡ自動車損害
調査サービス優秀審査員表彰」を実施しています。
　この度の表彰において、当組合 金融部 共済課　田代博之
職員が全国共済農業協同組合連合会山口県本部ならびに全
国本部審査の結果、「平成27年度ＪＡ共済損害調査サービ
ス優秀審査委員の部」にて、４年連続優秀審査員賞を受賞
され、７月23日㈯に山口グランドホテルにて表彰式が開催
されました。
　優秀賞以外の受賞も含め、７年連続表彰を受けられてお
られる田代職員に日々の損害調査サービスにおいて心掛け
ていることをお聞きしたところ、「審査員として、事故発

生時のお客さまの不安を解消する
ため“やる気”や“充実感”を常
に持ち続け、お客さまへ“安心”
と“満足”を提供することをモッ
トーに、現場急行・面談を心掛け
ています。これからも、事故を自
分のこととして捉え、『プロ意識』を持って適正かつ迅速
な解決に積極的に取組んでいきます。」と、業務に対する
真摯な態度とお言葉をいただきました。
　今後も、当組合では田代職員をはじめとして、ＪＡ自動
車・自賠責共済に携わる職員一人ひとりが、組合員・利用
者の方々の視点に立ち、皆さまの期待と信頼に応える損害
調査サービスを提供してまいります。

■
カ
ブ
（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）

◇
播
種
時
期
〈
図
１
〉

　

春
ま
き

　
　

三
月
中
旬
〜
四
月
上
旬

　

秋
ま
き

　
　

九
月
上
旬
〜
十
月
上
旬

◇
畑
の
準
備
〈
図
２
〉

　

日
当
た
り
、
排
水
が
良
い

所
を
選
び
ま
す
。

　

播
種
の
一
ヶ
月
前
に
一
㎡

当
た
り
堆
肥
を
二
㎏
、
苦
土

石
灰
を
一
〇
〇
〜
一
五
〇
ｇ

施
し
、
よ
く
耕
し
ま
す
。
一

週
間
後
に
有
機
化
成
Ａ
８
０

１
を
一
〇
〇
ｇ
施
し
、
よ
く

耕
し
て
、
幅
六
十
〜
七
十
㎝

の
畝
を
作
っ
て
お
き
ま
す
。

◇
播
種
〈
図
２
〉

　

生
育
適
温
は
二
十
度
〜
二

五
度
で
す
。
タ
ネ
を
ま
く
前

に
は
、
土
に
た
っ
ぷ
り
と
水

を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
二
条

播
き
で
二
十
㎝
く
ら
い
の
間

を
あ
け
て
、
深
さ
一
㎝
く
ら

い
の
溝
を
作
り
ま
す
。
大
カ

ブ
は
株
間
二
十
㎝
に
一
ケ
所

四
〜
五
粒
ま
き
ま
す
。
小
カ

ブ
は
す
じ
状
に
タ
ネ
を
ま
き
、

土
を
か
ぶ
せ
ま
す
。

◇
管
理

　

タ
ネ
を
ま
い
て
か
ら
発
芽

す
る
ま
で
は
、土
の
表
面
が
乾

く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
こ
ま
め

に
水
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
間
引
き
）〈
図
３
〜
５
〉

　

間
引
き
の
一
回
目
は
、
子

葉
が
開
い
た
と
き
生
育
が
悪

い
も
の
、
葉
の
形
が
お
か
し

い
も
の
、
双
葉
の
混
ん
だ
所

を
取
り
除
き
ま
す
。

　

大
カ
ブ
は
一
か
所
三
株
に

し
ま
す
。

 

二
回
目
の
間
引
き
は
本
葉
が
二
〜
三
枚
開
い
た
と

き
に
株
が
二
株
に
な
る
よ
う
取
り
除
き
ま
す
。

三
回
目
の
間
引
き
は
、
本
葉
が
四
〜
五
枚
開
い
た

と
き
に
取
り
除
き
、
一
株
に
し
ま
す
。

　

小
カ
ブ
で
は
同
じ
時
期
に
間
引
き
を
し
、
最
終

八
〜
十
㎝
の
間
隔
に
し
ま
す
。

◇
追
肥
と
土
寄
せ

　

二
回
目
の
三
回
目
の
間
引
き
の
後
に
、
追
肥
と

土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。
一
㎡
あ
た
り
五
十
ｇ
施
し

ま
す
。
追
肥
し
た
後
は
、
軽
く
耕
し
て
土
寄
せ
を

行
い
ま
す
。

◇
収
穫

　

収
穫
期
の
目
安
と
し
て
、

小
カ
ブ
は
タ
ネ
を
ま
い
て
か

ら
五
十
〜
六
十
日
く
ら
い
で

根
の
直
径
が
五
㎝
。
大
カ
ブ

は
タ
ネ
を
ま
い
て
か
ら
七
十

〜
八
十
日
く
ら
い
で
根
の
直

径
が
十
二
〜
十
五
㎝
。
収
穫

が
遅
れ
る
と
、
葉
の
付
け
根

が
割
れ
た
り
、
ス
が
入
る
の

で
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
カ
ブ
の
裂
果

　

乾
燥
と
加
湿
が
繰
り
返

さ
れ
る
と
割
れ
や
す
い
で

す
。
収
穫
が
遅
れ
る
と
、

カ
ブ
の
中
に
空
洞
が
で
き
、

味
も
悪
く
な
る
の
で
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
病
害
虫
防
除

　

カ
ブ
は
生
育
初
期
か
ら

ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
ア
ブ
ラ
ム

シ
な
ど
の
食
害
を
受
け
や

す
い
の
で
防
除
に
も
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。

512

て
く

《図２》 《図1》

《図３》

《図４》

《図５》

農業祭 農農業祭農業祭 農業祭 
ＪＡ岩国市ＪＡ岩国市ＪＡ岩国市ＪＡ岩国市

 開催開催 開催 開催
今秋、当組合主催の農業祭を開催い
たしますので、組合員の皆さまのご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
詳細につきましては、後日お知らせ
いたします。

開催予定日／平成28年11月3日（木・祝）
開催場所／岩国市地方卸売市場
　　　　　　（岩国市尾津町）

■
人
事
異
動
《　

》内
は
新
任・（　

）内
は
旧
任

【
異
動
】　
　
　
　
　
　
　

平
成
２8
年
8
月
1
日
付

《
総
務
部 

部
長
》

　

井
上　

寿
隆（
総
務
部 

部
長 

兼 

総
務
部 

総
務
課 

課
長
）

《
総
務
部 

総
務
課 

課
長 

兼 

総
務
部 

人
事
教
育
課 

課
長
》

　

髙
林　
　

徹（
総
務
部 

人
事
教
育
課 

課
長
）


